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所内で

ご回覧
ください

新発見 !! 日田の元気印（販路開拓支援企業）

１面 … 新発見!!   日田の元気印
２面 … 日田商工会議所令和6年度事業計画
３面 … 中小企業省力化投資補助事業、 

LINE公式アカウント
４面 … 法律相談、定例無料相談
５面 … 検定、新入会員のご紹介
６面 … 掲示板、福祉制度キャンペーンの

ご案内
７面 … 考動する商工会議所、 

女性会・青年部
８面 … ひた商工ニュースに関するお知ら

せ、“おいでひた”QRコード 
ステッカーのお知らせ2024年5月15日NO.362

ホームの住所：〒879−4202　日田市天瀬町赤岩411−3

　代表者はもともと観光で日田市によく遊びに来ており、自然の豊
かさ、地域住民の人柄の良さに惹かれ、夫婦で十数年前に日田市
への移住を決心、キクラゲ生産と福祉事業を連携し起業しました。
　令和5年度は商工会議所を通じて、初めて食品関連の商談会に
出展したり、大分県が主催する女性起業家ビジネスプラン発表会
のファイナリストに選出されるなど、変化の年となりました。さら
なる飛躍を図り、新たなビジネスモデルを構築中です。

【 ㈱藤花（グループホーム ふくろうの家）】
〜 農福連携 !  国産にこだわった信頼できる食材の提供 〜



路
・
商
圏
の
拡
大
な
ど
、
新
し
い

事
業
運
営
の
方
式
の
普
及
を
推
進

し
ま
す
。

❶ 

小
規
模
事
業
者
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

活
用
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修

会
の
開
催

❷ 

小
規
模
事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
化
・

Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
会
の
開
催

❸  

事
業
運
営
の
Ｄ
Ｘ
化
・
Ｉ
Ｔ
化

に
必
要
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材

育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
講

習
会
の
開
催

　仕
入
商
品
や
資
材
の
値
上
が

り
、
労
働
者
の
給
与
の
改
善
や
就

業
環
境
の
整
備
等
の
課
題
に
対
し

て
、
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る

各
種
相
談
に
対
応
し
て
、
事
業
継

続
を
後
押
し
す
る
た
め
、
国
・
県
・

市
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
各
種
相
談
対
応
等
を
強
力
に

推
進
し
ま
す
。

❶ 

物
価
高
騰
対
策
と
人
手
不
足
対

策
に
係
る
国
・
県
・
市
等
の
各

種
施
策
の
情
報
提
供
と
相
談
対

応
❷ 

若
年
就
職
希
望
者
等
に
対
し
て

日
田
市
内
企
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
日
田
就
職
ガ
イ
ド
」
作
成
事
業

の
実
施

❸  
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ

テ
ラ
イ
ト
の
事
業
活
動
の
推
進

　地
域
経
済
の
活
力
の
源
泉
で
あ

り
、
地
域
雇
用
の
維
持
・
創
出
を

担
う
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る

持
続
的
な
発
展
を
推
進
す
る
た

め
、
伴
走
型
経
営
支
援
や
事
業
承

継
支
援
を
展
開
、
国
・
県
・
市
及

び
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
経

営
支
援
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

❶ 

国
・
県
道
の
整
備
促
進
と
国
道

２
１
２
号
線
・
国
道
３
８
７
号

線
の
早
期
整
備
促
進
へ
の
提
言

❷ 

企
業
誘
致
の
推
進
へ
の
提
言

❸ 

小
規
模
企
業
経
営
者
の
高
齢
化

問
題
等
に
対
し
円
滑
な
事
業
承

継
を
支
援
す
る
た
め
、
大
分
県

事
業
承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

❹ 

経
営
発
達
支
援
計
画
等
に
基
づ

く
小
規
模
事
業
者
等
の
経
営
力

向
上
支
援

　日
田
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
外

部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に

取
り
込
ん
で
い
け
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
な
か
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
日
田
祇
園

曳
山
行
事
の
活
用
な
ど
を
行
い
、

付
加
価
値
の
高
い
地
域
観
光
産
業

の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

❶ 

日
田
祇
園
山
鉾
集
団
顔
見
世
の

週
末
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み

❷
「
進
撃
の
日
田
」
ま
ち
お
こ
し
会

議
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
支
援

❸ 

咸
宜
園「
世
界
遺
産
登
録
」に
向

け
た
取
り
組
み
及
び
日
本
遺
産

認
定
に
伴
う
地
域
振
興
事
業
へ

の
支
援

❹
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
催
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　人
手
不
足
・
資
材
高
騰
の
な

か
、
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｄ
Ｘ
化
の
観
点
か

ら
経
営
の
生
産
性
向
上
を
推
進
す

る
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

促
進
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
の
普

及
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
販
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日
田
商
工
会
議
所
令
和
6
年
度
事
業
計
画
が
承
認

日
田
商
工
会
議
所
令
和
6
年
度
事
業
計
画
が
承
認

令
和
６
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
『 

時
代
の
潮
流
に
乗
っ
て
日
田
市
を
再
起
動
し
よ
う
』

　
去
る
３
月
25
日
に
、
第
２
１
７
回
日
田
商
工
会
議
所
通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の
事
業

計
画
と
収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
『
経
済
活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
す
と
と
も
に
、

さ
ら
に
活
発
に
す
る
年
』
と
す
べ
く
、行
政
を
は
じ
め
地
域
住
民
や
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
体
制
を
築
き
、
四
つ
の
重
点
方
針
を
柱
と
し
た
事
業
活
動
を
積
極
果
敢
に
推
進
い

た
し
ま
す
。

《
重
点
方
針 

❶
》 

 

経
済
・
商
売
の
活
性
化
に

向
け
た
支
援

《
重
点
方
針 

❷
》 

 

交
流
人
口
・
観
光
業
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

《
重
点
方
針 

❹
》 

 

物
価
高
騰
・
人
手
不
足

対
策
に
向
け
た
支
援

《
重
点
方
針 
❸
》 

 

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

お問合せ

「中小企業省力化投資補助事業」
　人手不足に悩む中小企業等の皆様の売上拡大や生産性向上を後押しするため、IoTやロボッ
ト等の人手不足解消に効果がある汎用製品を、「カタログ」から選択・導入するための事業費等
の経費の一部を補助することにより、中小企業等の付加価値額や生産性向上を図るとともに、
賃上げにつなげることを目的とした補助金です。

・飲食サービス業などの「清掃ロボット」「配膳ロボット」
・製造業などの「自動倉庫」「無人搬送車」
・宿泊業などの「自動チェックイン機」
・小売業などの「自動精算機」　　など

が始まります!

※賃上げ要件を達成した場合、（）内の値に補助上限額を引き上げ

中小企業省力化投資補助事業 コールセンター

【お問合せ時間】9:30～ 17:30／月曜～金曜（土・日・祝日除く）

人手不足を乗り越え、生産性向上を目指す皆様へ

人手不足の状態にある
中小企業等　※要件あり

補助対象者

製品カタログの一例

カタログに掲載された製品が補助対象となり、
補助上限額は従業員数ごとに異なります。

補助率等

補助対象 補 助 上 限 額 補助率
補助対象として

カタログに登録された
製品等

従業員数5名以下
従業員数6～20名
従業員数21名以上

200万円（300万円）
500万円（750万円） 
1,000万円（1,500万円）

1/2
以下

⬆事務局HP：公募要領・
カタログはこちら

0570－099－660
ナビダイヤル IP電話等からのお問い合わせ

03－4335－7595

日田商工会議所ではLINE公式アカウントを開設いたしました。
各種支援情報やセミナー情報、災害関連の情報などをいち早くお知らせ
いたします。ぜひ、友だち追加をお願いします。

日田商工会議所
LINE公式アカウントがスタートします !

投稿に対する直接の返信はできません。
お問い合わせは、別途、電話かメールにてお願いいたします。

QRコードより友だち追加をお願いします!

●問 日田商工会議所LINE公式アカウント係　℡22－3184　　 　info＠hitacci.com
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の経費の一部を補助することにより、中小企業等の付加価値額や生産性向上を図るとともに、
賃上げにつなげることを目的とした補助金です。

・飲食サービス業などの「清掃ロボット」「配膳ロボット」
・製造業などの「自動倉庫」「無人搬送車」
・宿泊業などの「自動チェックイン機」
・小売業などの「自動精算機」　　など

が始まります!

※賃上げ要件を達成した場合、（）内の値に補助上限額を引き上げ

中小企業省力化投資補助事業 コールセンター

【お問合せ時間】9:30～ 17:30／月曜～金曜（土・日・祝日除く）

人手不足を乗り越え、生産性向上を目指す皆様へ

人手不足の状態にある
中小企業等　※要件あり

補助対象者

製品カタログの一例

カタログに掲載された製品が補助対象となり、
補助上限額は従業員数ごとに異なります。

補助率等

補助対象 補 助 上 限 額 補助率
補助対象として

カタログに登録された
製品等

従業員数5名以下
従業員数6～20名
従業員数21名以上

200万円（300万円）
500万円（750万円） 
1,000万円（1,500万円）

1/2
以下

⬆事務局HP：公募要領・
カタログはこちら

0570－099－660
ナビダイヤル IP電話等からのお問い合わせ

03－4335－7595

日田商工会議所ではLINE公式アカウントを開設いたしました。
各種支援情報やセミナー情報、災害関連の情報などをいち早くお知らせ
いたします。ぜひ、友だち追加をお願いします。

日田商工会議所
LINE公式アカウントがスタートします !

投稿に対する直接の返信はできません。
お問い合わせは、別途、電話かメールにてお願いいたします。

QRコードより友だち追加をお願いします!

●問 日田商工会議所LINE公式アカウント係　℡22－3184　　 　info＠hitacci.com
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近
年
は
仕
事
や
生
活
も
多
様
化
し

て
、マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
も
増
え
て

き
ま
し
た
の
で
、
以
前
の
よ
う
に
近
隣

が
同
じ
価
値
観
と
生
活
習
慣
の
共
同

体
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
近
隣
の
ル
ー
ル
を
強
制
し
よ
う

と
す
る
と
無
理
が
出
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
法
律
も
時
代
に
即
し
て
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、近
隣
紛
争
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、法
律
的
な
見

方
を
説
明
し
た
う
え
で
、裁
判
で
は
な

く
話
し
合
い
や
せ
め
て
裁
判
所
で
の
民

事
調
停
を
勧
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。近
隣
紛
争
は
感
情
的
に
な
り
や

す
く
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、紛
争
が
起
き
た
場
合
は
ま

ず
法
律
的
な
知
識
の
裏
付
け
を
得
て
、

そ
の
う
え
で
交
渉
に
入
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
以
下
、最
近
の
相
談
事
例

を
挙
げ
ま
す
。

Ｑ
自
治
会
へ
の
加
入
は
強
制
で
す
か
。

会
費
を
払
わ
な
い
人
を
退
会
さ
せ
ら

れ
ま
す
か
。

Ａ
地
域
の
自
治
会
は
地
縁
に
基
づ
き

形
成
さ
れ
た
団
体
で
、
地
域
活
動
の

中
心
的
役
割
を
担
い
、
市
町
村
か
ら

は
事
務
の
嘱
託
を
受
け
、
公
共
的
な

性
格
も
有
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
法
人
化
も
可
能
で
す

（
地
方
自
治
法
２
６
０
条
の
２
）。し
か

し
、自
治
会
は
あ
く
ま
で
も
民
間
の
任

意
加
入
団
体
で
す
の
で
、そ
の
加
入
と

脱
退
は
住
民
の
自
由
な
意
思
に
よ
る

べ
き
で
す
。
氏
子
の
神
社
関
係
費
の
支

払
い
を
拒
否
し
た
者
を
自
治
会
員
と

し
て
扱
わ
な
か
っ
た
場
合
に
そ
の
者
の

訴
え
を
認
め
て
救
済
し
た
裁
判
例
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、公
的
な
性
格
も
あ

り
ま
す
し
、最
近
は
多
様
な
住
民
が
い

る
こ
と
か
ら
、事
情
に
応
じ
て
自
治
会

費
の
支
払
い
猶
予
や
減
免
な
ど
も
制

度
と
し
て
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ
自
宅
の
前
が
ゴ
ミ
置
場
に
な
っ
て
最

近
は
悪
臭
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
共
同
生
活
で
あ
る
以
上
は
あ
る
程

度
は
我
慢
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、被
害
が
特
定
の
人
だ
け
に
及
ぶ
状

態
が
続
く
の
は
問
題
で
す（
受
任
限
度

論
）。
輪
番
制
な
ど
の
協
議
を
す
べ
き

で
す
。
な
お
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
協

議
の
た
め
に
６
か
月
の
猶
予
を
与
え
て

ゴ
ミ
置
場
へ
の
排
出
禁
止
を
認
め
た
裁

判
例
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
自
治
会
な

ど
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

今
度
は
自
治
会
に
加
入
し
な
い
人
の
ゴ

ミ
出
し
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
問
題

が
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

適
切
な
管
理
料
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
く
ら
い
で
解
決
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
の
建
築
に
際
し
て
、隣
地
を
通
ら

な
い
と
給
水
管
を
引
き
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
に
、隣
地
所
有
者
は
所
在
不

明
で
承
諾
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
昨
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正

民
法
で
は
、必
要
な
範
囲
内
で
、他
の

土
地
に
設
備
を
設
置
し
な
い
と
水
道
、

電
気
、
ガ
ス
の
継
続
的
供
給（
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
）が
で
き
な
い
土
地
の
所
有
者

は
他
の
土
地
に
設
備
を
設
置
す
る
権

限
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
第
２
１
３
条

の
２
、３
）。た
だ
、事
前
の
通
知
が
必

要
な
の
で
裁
判
所
の
公
示
に
よ
る
意

思
表
示
を
行
い
、
損
害
が
生
じ
た
場

合
は
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　

Ｑ
隣
の
人
は
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

庭
に
つ
な
い
だ
ま
ま
で
、
朝
や
夜
中
に

大
き
な
声
で
鳴
く
の
で
眠
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
動
物
愛
護
法
で
は
「
動
物
の
所
有

者
や
占
有
者
は
…
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
責
任
を
十
分
に
自
覚

し
て
…
動
物
が
人
の
生
命
、身
体
、も

し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
、
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
、又

は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同

法
７
条
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳴
き
声

が
は
げ
し
く
て
、
話
し
合
い
に
も
応
じ

な
か
っ
た
場
合
に
は
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
を
認
め
た
判
例
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
飼
い
主
が
高
齢
化

し
て
犬
の
散
歩
に
も
行
け
な
く
な
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
善
が
で

き
る
か
を
行
政
に
相
談
す
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
す
。

Ｑ
近
所
に
野
良
猫
に
餌
を
や
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
多
く
の
野
良
猫
が
集

ま
っ
て
き
て
、鳴
き
声
や
糞
尿
の
被
害

も
受
け
て
い
ま
す
。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
行
為
が
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
、そ
の
こ
と
に
故
意
過
失
が
あ
れ

ば
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
責
任

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し

野
良
猫
の
世
話
が
飼
い
猫
の
程
度
ま

で
至
っ
て
い
れ
ば
動
物
占
有
者
の
責
任

問
題
と
も
な
り
ま
す
し（
民
法
７
１
８

条
）、そ
の
場
合
で
は
餌
や
り
を
中
止

す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
動
物
愛
護
法
の

禁
止
行
為
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
要
は
、無
責
任
な

餌
や
り
行
為
は
注
意
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
な
お
、
地
域
猫
活
動
は
自
治
体
も

推
進
す
る
施
策
で
、
生
活
環
境
の
保

全
と
動
物
愛
護
思
想
の
両
面
か
ら
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関
わ
る
苦
情
や
殺

処
分
を
減
少
さ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
活
動
で
す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
元
の
場
所

で
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
適
切

な
管
理
を
行
う
運
動
で
す
。

Ｑ
近
所
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い

て
、深
夜
の
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
ふ
か
し

音
や
テ
レ
ビ
の
大
音
量
、肥
料
な
ど
の

悪
臭
も
あ
り
ま
す
。
監
視
も
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ａ
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い
る
こ
と
の
記

録
や
証
拠
を
残
し
て
ま
ず
抗
議
を
し

て
く
だ
さ
い
。
知
人
や
行
政
窓
口
に
相

談
す
る
こ
と
も
ム
ダ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。あ
ま
り
に
も
執
拗
で
悪
質
な
場
合

は
弁
護
士
が
警
告
書
を
送
り
付
け
て
、

警
察
に
刑
事
告
訴
を
し
た
り
裁
判
所

に
仮
処
分
申
請
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
最
近
は
世
代
や
価
値
観
の
相
違
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
毎
週
の
よ
う
に
庭
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
騒
い
だ
り
、
町
内
の
行

事
に
ま
っ
た
く
出
な
か
っ
た
り
し
て
隣

近
所
と
の
会
話
が
な
い
場
合
な
ど
に
、

些
細
な
こ
と
で
も
紛
争
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
近
隣
紛
争
に
裁
判
所
の
民
事
調
停

を
利
用
す
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
民
事
調
停
は
裁
判
で
は
な
く
、
双

方
か
ら
事
情
を
聞
い
て
互
譲
の
精
神

で
円
満
に
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
で

す
。
紛
争
の
原
因
や
相
手
方
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
常
識
的
な
解
決
方

法
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。法
律

上
の
専
門
的
な
見
解
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
き
れ
ば
、相
手
と
の
交

渉
の
際
に
も
裁
判
所
の
調
停
に
お
願
い

す
る
と
い
う
こ
と
を
前
も
っ
て
説
明
し

て
お
く
べ
き
で
す
。

Ｑ

Ａ
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専門定例無料相談日

※定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際には事前
　に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談 毎 月 第 １ 火 曜 日 弁 理 士
毎 月 第 ４ 火 曜 日 大 分 県 発 明 協 会

金 融 相 談 毎 月 第 ２ 火 曜 日 信 用 保 証 協 会
税 務 相 談 毎 月 第 １ 水 曜 日 税 理 士

労 務 相 談 毎 月 第 ２ 水 曜 日 社 会 保 険 労 務 士
毎 月 第 ４ 水 曜 日 大分働き方改革推進支援センター

事 業 承 継 相 談 奇数月第３水曜日 県事業引継ぎ支援センター
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に関する
　相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

近
隣
紛
争
に
は
注
意
が
必
要
で
す

日
常
生
活
の
Ｑ
＆
Ａ

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

　日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
は
、
商
工
会
議

所
が
実
施
す
る
公
的
資
格
と
位
置

付
け
ら
れ
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て

い
る
試
験
で
す
。
日
田
市
内
で
は
左

記
の
会
場
に
て
受
験
が
で
き
ま
す
。

㈱ 

花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト

　 

日
田
市
清
水
町
６
６
６

−

１

℡ 

２
３

−

３
６
０
１

＊
簿
記
検
定
＊ 

※
敬
称
略

（
令
和
6
年
2
月
25
日
施
行
）

《
3
級
》

河
　野
　み
は
る	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

＊
日
商
P
C
＊

（
令
和
6
年
2
月
15
日
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

河
　津
　柚
　季	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
3
月
12
日
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

井
　上
　え
り
か	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

斉
　藤
　清
　彦	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　池
　仁
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
3
月
29
日
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

石
　松
　至
　門	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
4
月
3
日
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

井
　上
　え
り
か	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

斉
　藤
　清
　彦	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　池
　仁
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

事 業 所 名 代 表 者 住　　　　　　所 業　　種
㈱ 藤花 石　丸　文　子 日高町高尾原3160 キクラゲ製造、グループホーム
（同）ゼロイチOITA 秋　好　泰　斗 田島町95番地3 映像制作
アトリエカジワラ・邦 梶　原　邦　枝 大鶴町1996−1 ステンドグラス製造
絆林業 ㈱ 諌　山　幸　平 大字庄手亀川町871−5 伐採、製材業
諌山養蜂場 諌　山　洸　武 大字三和2935 養蜂場、ハチミツ生産・販売
㈱ Zero Zero 丸　尾　武　嗣 大字友田802−1 飲食店（ラーメン）
日田とくし丸1号 峰　松　広　明 石井町2丁目1288−36 移動販売
竜宝 別　府　竜　太 中城町2−24 土木工事業
トータルケアデザイン ㈱ 友　永　和　城 大字日高2309−1 介護施設
㈱ COST 森　山　俊　明 大字求来里629番地1 建築、土木
魚形運送 魚　形　末　男 大字高瀬254−7 梅野ハイツ7−2号 個人配送業

新入会員のご紹介 ※敬称略 （令和 6年 3月まで）

事業資金調達に
ついて相談したい!

商工会議所の窓口に入会申込書を用意
しております。
年会費を添えてお申し込みください。

入会手続

【お問合せ】日田商工会議所会員係　℡22－3184

●法人事業所
　5口　10,000円以上
●個人事業所
　3口　 6,000円以上

年会費（1口　2,000円）
日田市内で事業を営む
商工業者や団体・個人

入会資格

日田商工会議所へご紹介ください !

補助金を活用して
事業展開を図りたい!

従業員の福利厚生向け
制度について知りたい! 経営者や従業員が加入

できる退職金制度って
あるの？

インボイスのことや
記帳の仕方が
わからない…

創業したいけど
何から始めればいいのか

わからない…

皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか ?
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近
年
は
仕
事
や
生
活
も
多
様
化
し

て
、マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
も
増
え
て

き
ま
し
た
の
で
、
以
前
の
よ
う
に
近
隣

が
同
じ
価
値
観
と
生
活
習
慣
の
共
同

体
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
近
隣
の
ル
ー
ル
を
強
制
し
よ
う

と
す
る
と
無
理
が
出
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
法
律
も
時
代
に
即
し
て
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、近
隣
紛
争
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、法
律
的
な
見

方
を
説
明
し
た
う
え
で
、裁
判
で
は
な

く
話
し
合
い
や
せ
め
て
裁
判
所
で
の
民

事
調
停
を
勧
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。近
隣
紛
争
は
感
情
的
に
な
り
や

す
く
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、紛
争
が
起
き
た
場
合
は
ま

ず
法
律
的
な
知
識
の
裏
付
け
を
得
て
、

そ
の
う
え
で
交
渉
に
入
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
以
下
、最
近
の
相
談
事
例

を
挙
げ
ま
す
。

Ｑ
自
治
会
へ
の
加
入
は
強
制
で
す
か
。

会
費
を
払
わ
な
い
人
を
退
会
さ
せ
ら

れ
ま
す
か
。

Ａ
地
域
の
自
治
会
は
地
縁
に
基
づ
き

形
成
さ
れ
た
団
体
で
、
地
域
活
動
の

中
心
的
役
割
を
担
い
、
市
町
村
か
ら

は
事
務
の
嘱
託
を
受
け
、
公
共
的
な

性
格
も
有
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
法
人
化
も
可
能
で
す

（
地
方
自
治
法
２
６
０
条
の
２
）。し
か

し
、自
治
会
は
あ
く
ま
で
も
民
間
の
任

意
加
入
団
体
で
す
の
で
、そ
の
加
入
と

脱
退
は
住
民
の
自
由
な
意
思
に
よ
る

べ
き
で
す
。
氏
子
の
神
社
関
係
費
の
支

払
い
を
拒
否
し
た
者
を
自
治
会
員
と

し
て
扱
わ
な
か
っ
た
場
合
に
そ
の
者
の

訴
え
を
認
め
て
救
済
し
た
裁
判
例
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、公
的
な
性
格
も
あ

り
ま
す
し
、最
近
は
多
様
な
住
民
が
い

る
こ
と
か
ら
、事
情
に
応
じ
て
自
治
会

費
の
支
払
い
猶
予
や
減
免
な
ど
も
制

度
と
し
て
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ
自
宅
の
前
が
ゴ
ミ
置
場
に
な
っ
て
最

近
は
悪
臭
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
共
同
生
活
で
あ
る
以
上
は
あ
る
程

度
は
我
慢
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、被
害
が
特
定
の
人
だ
け
に
及
ぶ
状

態
が
続
く
の
は
問
題
で
す（
受
任
限
度

論
）。
輪
番
制
な
ど
の
協
議
を
す
べ
き

で
す
。
な
お
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
協

議
の
た
め
に
６
か
月
の
猶
予
を
与
え
て

ゴ
ミ
置
場
へ
の
排
出
禁
止
を
認
め
た
裁

判
例
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
自
治
会
な

ど
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

今
度
は
自
治
会
に
加
入
し
な
い
人
の
ゴ

ミ
出
し
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
問
題

が
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

適
切
な
管
理
料
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
く
ら
い
で
解
決
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
の
建
築
に
際
し
て
、隣
地
を
通
ら

な
い
と
給
水
管
を
引
き
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
に
、隣
地
所
有
者
は
所
在
不

明
で
承
諾
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
昨
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正

民
法
で
は
、必
要
な
範
囲
内
で
、他
の

土
地
に
設
備
を
設
置
し
な
い
と
水
道
、

電
気
、
ガ
ス
の
継
続
的
供
給（
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
）が
で
き
な
い
土
地
の
所
有
者

は
他
の
土
地
に
設
備
を
設
置
す
る
権

限
が
認
め
ら
れ
ま
し
た（
第
２
１
３
条

の
２
、３
）。た
だ
、事
前
の
通
知
が
必

要
な
の
で
裁
判
所
の
公
示
に
よ
る
意

思
表
示
を
行
い
、
損
害
が
生
じ
た
場

合
は
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　

Ｑ
隣
の
人
は
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

庭
に
つ
な
い
だ
ま
ま
で
、
朝
や
夜
中
に

大
き
な
声
で
鳴
く
の
で
眠
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
動
物
愛
護
法
で
は
「
動
物
の
所
有

者
や
占
有
者
は
…
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
責
任
を
十
分
に
自
覚

し
て
…
動
物
が
人
の
生
命
、身
体
、も

し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
、
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
、又

は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同

法
７
条
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳴
き
声

が
は
げ
し
く
て
、
話
し
合
い
に
も
応
じ

な
か
っ
た
場
合
に
は
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
を
認
め
た
判
例
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
飼
い
主
が
高
齢
化

し
て
犬
の
散
歩
に
も
行
け
な
く
な
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
善
が
で

き
る
か
を
行
政
に
相
談
す
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
す
。

Ｑ
近
所
に
野
良
猫
に
餌
を
や
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
多
く
の
野
良
猫
が
集

ま
っ
て
き
て
、鳴
き
声
や
糞
尿
の
被
害

も
受
け
て
い
ま
す
。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
行
為
が
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
、そ
の
こ
と
に
故
意
過
失
が
あ
れ

ば
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
責
任

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し

野
良
猫
の
世
話
が
飼
い
猫
の
程
度
ま

で
至
っ
て
い
れ
ば
動
物
占
有
者
の
責
任

問
題
と
も
な
り
ま
す
し（
民
法
７
１
８

条
）、そ
の
場
合
で
は
餌
や
り
を
中
止

す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
動
物
愛
護
法
の

禁
止
行
為
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
要
は
、無
責
任
な

餌
や
り
行
為
は
注
意
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
な
お
、
地
域
猫
活
動
は
自
治
体
も

推
進
す
る
施
策
で
、
生
活
環
境
の
保

全
と
動
物
愛
護
思
想
の
両
面
か
ら
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
関
わ
る
苦
情
や
殺

処
分
を
減
少
さ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
活
動
で
す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
元
の
場
所

で
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
適
切

な
管
理
を
行
う
運
動
で
す
。

Ｑ
近
所
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い

て
、深
夜
の
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
ふ
か
し

音
や
テ
レ
ビ
の
大
音
量
、肥
料
な
ど
の

悪
臭
も
あ
り
ま
す
。
監
視
も
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ａ
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い
る
こ
と
の
記

録
や
証
拠
を
残
し
て
ま
ず
抗
議
を
し

て
く
だ
さ
い
。
知
人
や
行
政
窓
口
に
相

談
す
る
こ
と
も
ム
ダ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。あ
ま
り
に
も
執
拗
で
悪
質
な
場
合

は
弁
護
士
が
警
告
書
を
送
り
付
け
て
、

警
察
に
刑
事
告
訴
を
し
た
り
裁
判
所

に
仮
処
分
申
請
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
最
近
は
世
代
や
価
値
観
の
相
違
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
毎
週
の
よ
う
に
庭
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
騒
い
だ
り
、
町
内
の
行

事
に
ま
っ
た
く
出
な
か
っ
た
り
し
て
隣

近
所
と
の
会
話
が
な
い
場
合
な
ど
に
、

些
細
な
こ
と
で
も
紛
争
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
近
隣
紛
争
に
裁
判
所
の
民
事
調
停

を
利
用
す
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
民
事
調
停
は
裁
判
で
は
な
く
、
双

方
か
ら
事
情
を
聞
い
て
互
譲
の
精
神

で
円
満
に
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
で

す
。
紛
争
の
原
因
や
相
手
方
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
常
識
的
な
解
決
方

法
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。法
律

上
の
専
門
的
な
見
解
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
き
れ
ば
、相
手
と
の
交

渉
の
際
に
も
裁
判
所
の
調
停
に
お
願
い

す
る
と
い
う
こ
と
を
前
も
っ
て
説
明
し

て
お
く
べ
き
で
す
。

Ｑ

Ａ
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専門定例無料相談日

※定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際には事前
　に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談 毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大 分 県 発 明 協 会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
税 務 相 談 毎月第１水曜日 税 理 士

労 務 相 談 毎月第２水曜日 社 会 保 険 労 務 士
毎月第４水曜日 大分働き方改革推進支援センター

事 業 承 継 相 談 奇数月第３水曜日 県事業引継ぎ支援センター
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に関する
　相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

近
隣
紛
争
に
は
注
意
が
必
要
で
す

日
常
生
活
の
Ｑ
＆
Ａ

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−
３
１
８
４

　日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
は
、
商
工
会
議

所
が
実
施
す
る
公
的
資
格
と
位
置

付
け
ら
れ
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て

い
る
試
験
で
す
。
日
田
市
内
で
は
左

記
の
会
場
に
て
受
験
が
で
き
ま
す
。

㈱ 

花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト

　 

日
田
市
清
水
町
６
６
６

−

１

℡ 

２
３

−

３
６
０
１

＊
簿
記
検
定
＊ 

※
敬
称
略

（
令
和
6
年
2
月
25
日
施
行
）

《
3
級
》

河
　野
　み
は
る	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

＊
日
商
P
C
＊

（
令
和
6
年
2
月
15
日
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

河
　津
　柚
　季	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
3
月
12
日
施
行
）

《
文
書
作
成
3
級
》

井
　上
　え
り
か	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

斉
　藤
　清
　彦	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　池
　仁
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
3
月
29
日
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

石
　松
　至
　門	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
6
年
4
月
3
日
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
3
級
》

井
　上
　え
り
か	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

斉
　藤
　清
　彦	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

三
　池
　仁
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

事 業 所 名 代 表 者 住　　　　　　所 業　　種
㈱ 藤花 石　丸　文　子 日高町高尾原3160 キクラゲ製造、グループホーム
（同）ゼロイチOITA 秋　好　泰　斗 田島町95番地3 映像制作
アトリエカジワラ・邦 梶　原　邦　枝 大鶴町1996−1 ステンドグラス製造
絆林業 ㈱ 諌　山　幸　平 大字庄手亀川町871−5 伐採、製材業
諌山養蜂場 諌　山　洸　武 大字三和2935 養蜂場、ハチミツ生産・販売
㈱ Zero Zero 丸　尾　武　嗣 大字友田802−1 飲食店（ラーメン）
日田とくし丸1号 峰　松　広　明 石井町2丁目1288−36 移動販売
竜宝 別　府　竜　太 中城町2−24 土木工事業
トータルケアデザイン ㈱ 友　永　和　城 大字日高2309−1 介護施設
㈱ COST 森　山　俊　明 大字求来里629番地1 建築、土木
魚形運送 魚　形　末　男 大字高瀬254−7 梅野ハイツ7−2号 個人配送業

新入会員のご紹介 ※敬称略 （令和 6年 3月まで）

事業資金調達に
ついて相談したい!

商工会議所の窓口に入会申込書を用意
しております。
年会費を添えてお申し込みください。

入会手続

【お問合せ】日田商工会議所会員係　℡22－3184

●法人事業所
　5口　10,000円以上
●個人事業所
　3口　 6,000円以上

年会費（1口　2,000円）
日田市内で事業を営む
商工業者や団体・個人

入会資格

日田商工会議所へご紹介ください !

補助金を活用して
事業展開を図りたい!

従業員の福利厚生向け
制度について知りたい! 経営者や従業員が加入

できる退職金制度って
あるの？

インボイスのことや
記帳の仕方が
わからない…

創業したいけど
何から始めればいいのか

わからない…

皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか ?
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会員事業所の皆さまへ

「商工会議所福祉制度キャンペーン」実施のお知らせ「商工会議所福祉制度キャンペーン」実施のお知らせ
～会員事業所の皆様のニーズにお応えし、保障プランがさらに充実しました～

日田商工会議所共済係 ℡22－3184／アクサ生命保険㈱日田分室 ℡22－7416お問合わせ

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を4/1 ～
6/28に実施いたします。
（※4/1 〜 4/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理
解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主
な目的としています。『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の
皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保
障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い
した際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

※ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所および
　アクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ

推
薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※

宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）

の
事
業
所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
1
・
２
５
%

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

　
令
和
6
年
10
月
1
日
以
降
に
当

制
度
を
解
約
し
、
再
度
共
済
契
約

を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
解
約
か
ら

2
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

支
出
す
る
掛
け
金
は
、
必
要
経
費

ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
解
約
後
の
再
加
入
を
お

考
え
の
方
は
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
of.go.jp/

　
令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
伴

い
、
令
和
6
年
分
所
得
税
に
つ
い
て

定
額
に
よ
る
所
得
税
額
の
特
別
控

除
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

【
対
象
】

　
令
和
6
年
分
所
得
税
の
納
税
者

で
あ
る
居
住
者
で
、
令
和
6
年
分

の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得
金
額

が
1
、８
０
５
万
円
以
下
で
あ
る
方

【
定
額
減
税
額
】

〇 

本
人（
居
住
者
に
限
る
）

　 

３
０
、０
０
０
円

〇 

同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は 

　 

扶
養
親
族

　
一
人
に
つ
き
３
０
、０
０
０
円

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.nta.go.jp/

　
日
田
商
工
会
議
所
に
労
働
保
険

事
務
委
託
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所

様
に
お
き
ま
し
て
は
、
労
働
保
険

料
等
納
入
通
知
書
を
、
6
月
中
旬

頃
に
郵
送
に
て
お
送
り
致
し
ま
す
の

で
、案
内
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

期
限
ま
で
に
、窓
口
も
し
く
は
お
振

込
み
に
て
お
支
払
い
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
保
険
資

格
取
得
・
喪
失
の
お
手
続
き
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
事
業
所
様
は

お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の

書
類
提
出
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

日
田
商
工
会
議
所℡２

２

−

３
１
８
４

　
皆
様
の
地
域
へ
お
伺
い
し
て
、

「
経
営
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

豆
田
地
区

◆
日
時
　
5
月
28
日
㈫

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所
　
天
領
日
田
資
料
館

　
　
　
　 
　（
豆
田
町
11

−

7
）

三
芳
地
区

◆
日
時
　
6
月
26
日
㈬

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所
　
三
芳
公
民
館

　
　
　 

　（
下
井
手
町
９
８
9
）

　
創
業
・
経
営
革
新
・
金
融
・
経

理
・
税
務
・
労
務
な
ど
、経
営
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部

　金
利

国
民
事
業
部

　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

1
・
2
5 

％

◆ 

政
策
公
庫
　
基
準
金
利

2
・
1
5 

％
〜
3
・
2
5 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
2
5 

％

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

定
額
減
税
に
つ
い
て

定
額
減
税
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
移
動
相
談

に
よ
る
移
動
相
談

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

に
係
る
税
制
の
特
例
に
関
す
る

に
係
る
税
制
の
特
例
に
関
す
る

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

掲
示
板

考
動
す
る
商
工
会
議
所

考
動
す
る
商
工
会
議
所
女性会
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女性会
青年部青年部

　4
月
8
日
開
催
の
常
議
員
会
に
て
、大

分
県
庁
の
商
工
観
光
労
働
部
の
担
当
者

よ
り
、大
分
県
の
中
小
企
業
施
策
に
係
る

事
業
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　「ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」
な
ど
の
事
業
承

継
に
向
け
て
の
事
業
や
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
補
助
金
や
県
の
支
援
内
容
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
参
考
と
な
る
説
明
会
と
な
り
ま
し

た
。 　こ

の
春
、
市
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ

た
新
入
社
員
の
方
を
対
象
と
し
た
激
励

大
会
・
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　椋
野
市
長
や
十
時
会
頭
よ
り
激
励
の

言
葉
を
頂
い
た
後
、
17
社
35
名
の
参
加

者
が
接
遇
や
電
話
応
対
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
研
修
を
行
い
、社
会
人
と
し
て
求

め
ら
れ
る
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　講
師
と
し
て
、㈱ 

プ
レ
ス
タ
イ
ム
九
州

米
澤 

金
作
氏
と
㈱
大
銀
経
済
経
営
研

究
所
　佐
藤 

悦
子
氏
を
招
き
、
今
後

現
場
で
活
か
せ
る
技
術
の
習
得
と
共

に
、
年
齢
の
近
い
参
加
者
同
士
の
交
流

も
図
る
事
が
で
き
、
日
田
市
の
今
後
を

担
う
若
い
人
材
の
一
助
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

大
分
県
の
中
小
企
業
施
策
に
係
る
事
業
説
明

新
入
社
員
激
励
大
会
・
研
修
会

4月8日㈪

　
３
月
25
日
㈪
に
、
九
州
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会 

役
員
会
が

長
崎
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
各
地
の
女
性
会
の
取
り
組

み
事
例
の
報
告
で
は
、
地
域
振
興

事
業
や
婚
活
事
業
、
企
業
活
動

P
R
事
業
な
ど
様
々
な
活
動
が
紹

介
さ
れ
、
今
後
の
事
業
へ
の
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
日
田
商
工
会

議
所
女
性
会
事
務
局
ま
で

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

役
員
会
に
参
加

令
和
６
年
度 

青
年
部
通
常
会
員
総
会
　
開
催

　去
る
4
月
17
日
㈬
に
青
年
部
通

常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
　長
　門
田
　康
弘

（
門
田
林
産
）

直
前
会
長
　岩
木
　淳
二

（
い
わ
き
整
骨
院
）

副
　会
　長
　河
津
　賢
太
郎

（
河
津
建
設 

㈱
）

専
務
理
事
　佐
藤
　雅
宏

（
マ
ル
ト
木
材 

㈱
）

　以
上
が
新
執
行
部
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

4月10日㈬



会員事業所の皆さまへ

「商工会議所福祉制度キャンペーン」実施のお知らせ「商工会議所福祉制度キャンペーン」実施のお知らせ
～会員事業所の皆様のニーズにお応えし、保障プランがさらに充実しました～

日田商工会議所共済係 ℡22－3184／アクサ生命保険㈱日田分室 ℡22－7416お問合わせ

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を4/1 ～
6/28に実施いたします。
（※4/1 〜 4/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理
解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主
な目的としています。『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の
皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保
障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い
した際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

※ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所および
　アクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ

推
薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※

宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）

の
事
業
所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
1
・
２
５
%

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

　
令
和
6
年
10
月
1
日
以
降
に
当

制
度
を
解
約
し
、
再
度
共
済
契
約

を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
解
約
か
ら

2
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

支
出
す
る
掛
け
金
は
、
必
要
経
費

ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
解
約
後
の
再
加
入
を
お

考
え
の
方
は
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
of.go.jp/

　
令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
伴

い
、
令
和
6
年
分
所
得
税
に
つ
い
て

定
額
に
よ
る
所
得
税
額
の
特
別
控

除
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

【
対
象
】

　
令
和
6
年
分
所
得
税
の
納
税
者

で
あ
る
居
住
者
で
、
令
和
6
年
分

の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得
金
額

が
1
、８
０
５
万
円
以
下
で
あ
る
方

【
定
額
減
税
額
】

〇 

本
人（
居
住
者
に
限
る
）

　 

３
０
、０
０
０
円

〇 

同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は 

　 

扶
養
親
族

　
一
人
に
つ
き
３
０
、０
０
０
円

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.nta.go.jp/

　
日
田
商
工
会
議
所
に
労
働
保
険

事
務
委
託
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所

様
に
お
き
ま
し
て
は
、
労
働
保
険

料
等
納
入
通
知
書
を
、
6
月
中
旬

頃
に
郵
送
に
て
お
送
り
致
し
ま
す
の

で
、案
内
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

期
限
ま
で
に
、窓
口
も
し
く
は
お
振

込
み
に
て
お
支
払
い
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
保
険
資

格
取
得
・
喪
失
の
お
手
続
き
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
事
業
所
様
は

お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の

書
類
提
出
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

日
田
商
工
会
議
所℡２

２

−

３
１
８
４

　
皆
様
の
地
域
へ
お
伺
い
し
て
、

「
経
営
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

豆
田
地
区

◆
日
時
　
5
月
28
日
㈫

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所
　
天
領
日
田
資
料
館

　
　
　
　 

　（
豆
田
町
11

−

7
）

三
芳
地
区

◆
日
時
　
6
月
26
日
㈬

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◆
場
所
　
三
芳
公
民
館

　
　
　 

　（
下
井
手
町
９
８
9
）

　
創
業
・
経
営
革
新
・
金
融
・
経

理
・
税
務
・
労
務
な
ど
、経
営
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第362号 （6）令和6年5月15日日田商工会議所ニュース

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部
　金
利

国
民
事
業
部
　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

1
・
2
5 

％

◆ 

政
策
公
庫
　
基
準
金
利

2
・
1
5 

％
〜
3
・
2
5 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
2
5 

％

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

定
額
減
税
に
つ
い
て

定
額
減
税
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
移
動
相
談

に
よ
る
移
動
相
談

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

に
係
る
税
制
の
特
例
に
関
す
る

に
係
る
税
制
の
特
例
に
関
す
る

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

掲
示
板

考
動
す
る
商
工
会
議
所

考
動
す
る
商
工
会
議
所
女性会
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女性会
青年部青年部

　4
月
8
日
開
催
の
常
議
員
会
に
て
、大

分
県
庁
の
商
工
観
光
労
働
部
の
担
当
者

よ
り
、大
分
県
の
中
小
企
業
施
策
に
係
る

事
業
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　「ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」
な
ど
の
事
業
承

継
に
向
け
て
の
事
業
や
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
補
助
金
や
県
の
支
援
内
容
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
参
考
と
な
る
説
明
会
と
な
り
ま
し

た
。 　こ

の
春
、
市
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ

た
新
入
社
員
の
方
を
対
象
と
し
た
激
励

大
会
・
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　椋
野
市
長
や
十
時
会
頭
よ
り
激
励
の

言
葉
を
頂
い
た
後
、
17
社
35
名
の
参
加

者
が
接
遇
や
電
話
応
対
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
研
修
を
行
い
、社
会
人
と
し
て
求

め
ら
れ
る
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　講
師
と
し
て
、㈱ 

プ
レ
ス
タ
イ
ム
九
州

米
澤 

金
作
氏
と
㈱
大
銀
経
済
経
営
研

究
所
　佐
藤 
悦
子
氏
を
招
き
、
今
後

現
場
で
活
か
せ
る
技
術
の
習
得
と
共

に
、
年
齢
の
近
い
参
加
者
同
士
の
交
流

も
図
る
事
が
で
き
、
日
田
市
の
今
後
を

担
う
若
い
人
材
の
一
助
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

大
分
県
の
中
小
企
業
施
策
に
係
る
事
業
説
明

新
入
社
員
激
励
大
会
・
研
修
会

4月8日㈪

　
３
月
25
日
㈪
に
、
九
州
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会 

役
員
会
が

長
崎
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
各
地
の
女
性
会
の
取
り
組

み
事
例
の
報
告
で
は
、
地
域
振
興

事
業
や
婚
活
事
業
、
企
業
活
動

P
R
事
業
な
ど
様
々
な
活
動
が
紹

介
さ
れ
、
今
後
の
事
業
へ
の
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
日
田
商
工
会

議
所
女
性
会
事
務
局
ま
で

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

役
員
会
に
参
加

令
和
６
年
度 

青
年
部
通
常
会
員
総
会
　
開
催

　去
る
4
月
17
日
㈬
に
青
年
部
通

常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
　長
　門
田
　康
弘

（
門
田
林
産
）

直
前
会
長
　岩
木
　淳
二

（
い
わ
き
整
骨
院
）

副
　会
　長
　河
津
　賢
太
郎

（
河
津
建
設 

㈱
）

専
務
理
事

　佐
藤

　雅
宏

（
マ
ル
ト
木
材 

㈱
）

　以
上
が
新
執
行
部
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

4月10日㈬



利用を希望される方は、当所会報係までお問い合わせください。（℡ 22－3184）

会報誌チラシ同封サービス
開始しました!

会員企業にダイレクトでＰＲしてみませんか？

　ひた商工ニュースは、本号（NO.362号2024年5月15日発行）より、
市内会員企業等約1,700社へダイレクトメールにてお届けいたします。
（発行回数は変わりません）
　各種支援情報やイベント情報など、今後も企業経営に役立つ情報を
発信いたしますので、引き続きご愛読ください。

　当所の会報誌に同封して、自社のPRを商工会議所会員企業に直接アプローチできます。
企業情報や商品・サービス、イベント情報などのPRにぜひご利用ください。

ひた商工ニュースの
配送方法が変わりました!
ひた商工ニュースの

配送方法が変わりました!

A4サイズ　11,000円（税込）～利用料金

多言語対応 ! “おいでひた”
　QRコードステッカーできました !
　当所交通サービス振興特別委員会の事業として、多言語対応
している観光協会のHPにアクセスできるQRコードステッカー
を作成、日田市内の観光をサポートします!
　設置（貼付）にご協力いただける事業所の方は、日田商工会議
所までご連絡ください。（枚数には限りがあります） 大きさ10cm ×10cm

こんなところに貼って
います。探してみてね!
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想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188 萬屋

TEL：0973－22－3138
千屋・百屋
TEL：0973－22－3130

（日田まぶし千屋内）


